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令和 8年 1月 19日 

理工学部長 田中康寛 殿 

 

2025年度前期の授業改善アンケートを活用した教育改善報告（原子力安全工学科） 

 

原子力安全工学科    

主任教授 牟田 仁   

教務委員 中村 いずみ 

 

 令和 7年 12月 24日（水）に開催されました教室会議および令和 8年 1月 14日（水）に開催されまし

た教育改善検討委員会において議論を行い、その後下記事項についてメール審議し承認されたことをご

報告申し上げます。 

 

１．学科としての教育改善の報告 

（１） アンケート分析結果 

今回のアンケート対象となった科目は 20科目である。 

⚫ 2024 年後期のアンケート回収率が低かったことを受け、2025 年前期には各授業においてア

ンケートへの回答呼びかけを依頼した。その結果、2024年後期のアンケート回収率が平均で

11%だったのに対し、2025年前期では 26%と改善が見られた。回収率が 50%を超えた科目も 3

科目あり、回答呼びかけは効果があったと考えられる。 

⚫ 設問 2～6 の、教材の適切さや授業の進行、自身の能力向上に対する意識等に関する設問で

は、「そう思う」「まあそう思う」の肯定的評価が全科目の平均では 90%前後であり、授業に

対しては概ね高い評価が得られていると考えられる。 

⚫ 学習時間は平均で 2.7時間であり、これまでと大きな差はない。 

⚫ 授業環境に関しては、設問 5（授業環境が十分だったか）に対するアンケート回答では上述

の通り肯定的な評価ではあったが、自由記載意見を確認すると、PCを使用する授業における

電源問題の指摘が 2件あり、教室のコンセント整備については継続して整備を求めたい。 

 

（２） アンケート公開方法 

集計したアンケート結果については、学科ホームページ（https://www.nuc.tcu.ac.jp/）にて

学生が閲覧できるよう掲載する。 

 

（３） 学科の教育改善検討会議の概要報告 

11 月 12 日の教育改善検討委員会にて教務委員より授業評価アンケートの集計結果を提示し、

担当科目のアンケート回答状況を確認いただいた。その後アンケート結果の所感について記述式

の回答依頼を行った。12 月 24 日の教室会議にて各教員から提出された回答結果を提示し、授業

改善に向けた意見交換、情報共有を行った。 

アンケート結果の所感、12月 24日の教室会議での主な意見等を以下にまとめる。 
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⚫ 理解と知識定着のための演習量が全体的に不足していると感じる。そのために演習問題な

どを量・質ともに整備していく必要がある。 

⚫ 論理思考と計算するスキルの両方の涵養が必要。 

⚫ 数学や物理の基礎学力の差があり、入学時、低学年時の数学、物理の実力アップが必要で

ある。 

⚫ 教育効果の高いフィードバックを行える仕組み、課題の提示の仕方について、学科の中で

アイディアを出し合ったり、共有したりする機会を作ってはどうか。Teams などを活用す

るのも一案である。 

⚫ 課題の評価、レポートのフィードバックに生成 AIを作る仕組みが構築されると良い。 

⚫ 外部講師による講義は総じて学生の興味を喚起するのに効果的であった。 

⚫ 直近の新しい話題を取り入れるなど、講義コンテンツの更新を進めたい。 

⚫ 学生によりレポートの質に大きな差が生じている。必要最低限の文書作成スキルは反復さ

せて身につけさせる必要がある。 

⚫ 学科の専門科目においては、各教員が身近な問題から原子力安全に関する専門知識につな

がるようさまざまな工夫を講じており、アンケート設問 2～6 の肯定的評価につながって

いると考えられる。 

 

（４） 学科の教育改善の具体策 

・ 2ヶ月に一度のペースで教室会議とは別に教育改善検討委員会を開催している。JABEE審査の

際に指摘された項目のフォローアップやシラバスの点検、授業内容の検討などを行っている。 

・ 留年生の対応は原則として入学年次担任のままとしている。そうすることで卒業までの細や

かな一貫した指導ができるような体制としている。特に学期のはじめの履修登録時やクオー

ターの変わり目には教務委員と各学年担任との連絡を密にして、学生カルテを活用すること

で綿密で計画的な履修指導を実施する。 

・ 外部の資格試験を利用した客観的な理解度評価指標として、放射線取扱主任者試験等の国家

資格試験への挑戦を促している。受験のための準備から合格者への補助に至るまで手厚く対

応してきていることについては学生の中でも認知度が広がりつつある。これら資格取得が就

職にもアドバンテージになることをより明確に示すことができれば学生の意識を変えていく

一つのきっかけになると考えている。 

・ 外部講師を招いた講義は学生にとってもよい刺激となり、高い教育効果が得られるため、講

義担当教員がそれぞれのテーマに合わせて依頼するようにしている。 

・ 当学科の教育課程表に載っている共通部門や他学科科目をご担当いただいている先生方との

学習・教育到達目標などについての情報共有、意見交換の機会を検討していく。 

 

 

２．理工学部教務委員会への提案 

（１）共通問題の指摘 

① 学生による学生支援の拡充について 
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② 設備面について 

③ 授業評価アンケートについて 

④ 生成 AIを用いた課題評価の仕組みの構築 

（２）改善策の提案 

① 学生による学生支援の拡充について 

 学生実験の科目では、TA・アルバイトを多数雇用し、運営している。このことは受講学

生の理解度に大きく寄与しており、今後も継続したい。また TA自身も教えることによ

り自らも学ぶことが多く、TA となる学生にとってもメリットが大きい。他学科におい

ても同様と考えられるので、TA 等の雇用について大学本部としても費用の面を含めバ

ックアップしていただくようにお願いしたい。 

② 設備面について 

 PC 必携化に伴い電源不足も深刻化している。各机にコンセントのない教室において延

長ケーブルを充実させるなどの対応をお願いしたい。 

③ 授業評価アンケートについて 

 アンケートの回収率を向上させるための方策として、学科内の意見交換では課題の一

つとする、理解度確認と合わせて実施する、アンケートの回答を成績評価の条件にす

る、等の意見が出されたが、いずれも各教員の呼びかけに依存しており十分な効果を期

待するには限界がある。他学科、他学部の Good practiceの共有と、全学的な仕組みの

改善をお願いしたい。 

④ 生成 AIを用いた課題評価の仕組みの構築 

・ 課題の採点、フィードバックに時間を要しており、業務軽減のため、理工学部全体とし

て、生成 AI を活用した課題評価システム構築の検討など、WG を作って検討を進めては

どうか。 

 

以上 


